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引
用
に
関
す
る
本
編
の
注
に
対
す
る
補
遺

読
者
諸
氏
へ

本
著
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
章
（
第
八
章
）
の
中
で
、
使
用
し
た
文
献
が
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
る
以
前
の
原
稿
に
依
拠
し
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
後
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
文
献
を
見
て
い
な
か
っ
た
り
、
正
式
な
引
用
の
手
続
き
を
経
ず
に
、
翻
訳
・
要
約
な
ど
の
形

で
紹
介
し
た
箇
所
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
た
め
、
原
典
を
利
用
す
る
読
者
の
便
宜
を
図
る
目
的
で
、
こ
こ
に
補
遺
を

設
け
、
単
行
本
と
し
て
発
行
さ
れ
た
も
の
か
ら
利
用
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
箇
所
を
可
能
な
限
り
明
示
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
そ
れ
以
外
の
作
家
・
思
想
家
の
章
に
お
い
て
も
、
執
筆
当
時
、
出
版
物
と
し
て
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か

に
な
っ
た
資
料
名
と
可
能
な
限
り
該
当
頁
を
付
記
す
る
よ
う
努
め
た
。
本
書
は
も
と
よ
り
、
作
家
や
思
想
家
の
人
生
に
お
け
る
オ
プ
チ
ナ

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
事
実
関
係
を
裏
付
け
る
原
資
料
を
集
約
し
、
彼
ら
と
修
道
院
、
さ
ら
に
は
長
老
と
の
相
関
図
、
お
よ
び
両
者
の

影
響
関
係
か
ら
生
じ
た
「
復
活
と
変
容
の
ド
ラ
マ
」
を
描
く
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
使
用
し
た
資
料
の
紹
介
や
引
用
の
仕
方

に
不
備
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。

I
「
第
八
章
　
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
オ
プ
チ
ナ
修
道
院
」
に
関
し
て

六
八
四
頁
の
注
30
に
対
す
る
補
注

　
こ
こ
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
イ
（
ベ
ロ
ボ
ー
ロ
フ
）
神
父
が
編
集
し
、
か
つ
公
刊
し
た
同
資
料
（С

вящ
енник Геннадий (Беловолов) 

О
птинские предания о Д

остоевском. В
 кн.: Д

остоевский. М
атериалы

 и исследования. 14. С
П

б., 1997.

）
は
、
オ
プ
チ
ナ
修
道
院
の
書
庫
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
オ
プ
チ
ナ
訪
問
者
に
関
す
る
資
料
の
う
ち
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
関
係
す
る
も
の
の
主
要
部
分
を
成
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
ド
ス
ト
エ
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フ
ス
キ
ー
が
オ
プ
チ
ナ
修
道
院
に
巡
礼
の
旅
に
出
か
け
た
こ
と
に
関
す
る
修
道
院
の
記
録
が
集
め
ら
れ
、
項
目
別
に
記
述
さ
れ
て
い
る
（C

. 301-310

）。

こ
れ
ら
の
資
料
の
原
著
者
の
大
半
は
不
明
で
あ
る
が
、
作
家
の
手
紙
や
、
妻
ア
ン
ナ
の
日
記
や
書
簡
、
コ
メ
ン
ト
以
外
の
も
の
は
、
同
修
道
院
が
収
集
し

た
同
時
代
の
修
道
士
や
訪
問
者
た
ち
の
証
言
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、修
道
院
内
に
お
け
る
作
家
の
言
動
を
窺
い
知
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
資
料
で
も
あ
り
、

作
家
に
関
す
る
長
老
た
ち
の
評
価
の
根
拠
と
も
な
っ
て
い
た
。
本
書
で
取
り
上
げ
た
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
オ
プ
チ
ナ
訪
問
に
関
わ
る
諸
事
実
、
周
囲
の

人
々
の
感
想
な
ど
（
本
書
五
九
七
〜
六
一
四
頁
）
に
関
し
て
は
、
主
と
し
て
同
資
料
を
も
と
に
再
構
成
し
た
。
以
下
に
具
体
的
な
箇
所
を
示
す
。

五
九
八
頁
の
注
31
の
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
、
注
32
の
ロ
ー
ザ
ノ
フ
の
書
簡
は
そ
れ
ぞ
れ
同
書C

.304

に
よ
る
。

六
〇
〇
頁
の
注
33
の
ア
ム
ヴ
ロ
ー
シ
イ
長
老
、
注
34
の
長
老
伝
を
書
い
た
ア
ガ
ピ
ー
ト
神
父
の
証
言
は
同
書C

. 305

に
よ
る
。

同
頁
七
〜
一
七
行
、
同
書С

. 305-306.

六
〇
一
頁
二
〜
四
行
、
同
書С

. 306.

六
○
三
頁
四
〜
一
三
行
、 

長
老
イ
オ
シ
フ
の
言
葉
と
そ
の
評
価
は
同
書
に
よ
る
。Там ж

е. С
. 306-307.

六
○
四
頁
四
〜
一
七
行
、『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
が
オ
プ
チ
ナ
に
も
た
ら
し
た
影
響
は
、ア
ム
ヴ
ロ
ー
シ
イ
長
老
を
介
し
て
、そ
の
霊
の
子
で
も
あ
り
、

庵
室
係
で
も
あ
っ
た
ア
ナ
ト
ー
リ
イ
長
老
に
転
移
し
、
そ
の
霊
的
後
継
者
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
所
説
は
、
学
生
ス
モ
ー
リ
チ
ェ
フ
の
感

想
と
と
も
に
、
同
書С

. 307-308

に
よ
る
。

六
○
六
頁
三
〜
一
六
行
、
ア
ナ
ト
ー
リ
イ
長
老
の
霊
の
子
で
あ
っ
た
長
司
祭
セ
ル
ギ
イ
・
シ
ー
ド
ロ
フ
の
文
集
の
証
言
は
同
書С

. 308

に
よ
る
。

六
○
七
頁
五
〜
一
二
行
、
ス
タ
ヘ
ー
エ
フ
の
回
想
は
同
書 С

. 308

に
よ
る
。

六
○
八
頁
一
三
〜
一
四
行
、
ア
ム
ヴ
ロ
ー
シ
イ
長
老
の
伝
記
を
書
い
た
ポ
セ
リ
ャ
ー
ニ
ン
に
よ
る
長
老
の
ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
フ
評
は
同
書С

. 309

に
よ
る
。

六
○
九
頁
六
行
〜
六
一
○
頁
三
行
、
修
道
士
エ
ラ
ス
ト
が
ア
ム
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
イ
長
老
の
ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
フ
評
に
対
し
て
書
い
た
訂
正
部
分
も
同
書С

. 309

に
よ
る
。

六
一
一
頁
四
〜
一
二
行
、
同
書
のС

. 310

よ
る
。

六
一
一
頁
一
七
行
の
注
50
の
情
報
も
同
書С

. 310-311

に
よ
る
。

六
一
二
頁
七
〜
八
行
、
同
書С

. 311

の 

注
の
51
も
同
内
容
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ヴ
ァ
ル
ソ
ノ
ー
フ
ィ
イ
長
老
の« Беседа с духовны

ми чадами»

の
原

本
か
ら
引
用
し
た
（В

 кн.: Д
уховное наследие. С

ергиева Л
авра. 1999. С

.184-185.
）。
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六
一
三
頁
三
〜
一
一
行
、
こ
の
段
落
は
筆
者
が
ヴ
ァ
ル
ソ
ノ
ー
フ
ィ
イ
の
弟
子
た
ち
の
言
葉
を
敷
衍
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
元
は
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
イ
神
父
の

考
察
に
準
じ
て
い
る
。
同
書С

. 311.

六
八
八
頁
の
注
103
に
対
す
る
補
注

　Н
.Ф

. Буданова. И
 свет во тьме светит…

С
П

б., 2012.

は
、
オ
プ
チ
ナ
で
発
展
し
た
長
老
制
が
、
そ
こ
を
訪
ね
た
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
そ
の

後
の
作
品
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か
と
い
う
問
題
に
光
を
あ
て
る
も
の
で
も
あ
り
、
オ
プ
チ
ナ
修
道
院
で
も
注
目
さ
れ
た
研
究
で
あ
る
。
同
書

は
レ
フ
・
カ
ヴ
ェ
ー
リ
ン
の
『
コ
ゼ
ー
リ
ス
ク
の
進
堂
祭
オ
プ
チ
ナ
修
道
院
の
歴
史
的
記
述
（И

сторическое О
писание Козельской В

веденской 

О
птиной П

усты
ни.

）』（
モ
ス
ク
ワ
、1875

）
と
『
オ
プ
チ
ナ
の
長
老
修
道
司
祭
レ
オ
ニ
ー
ド
（
ス
ヒ
マ
名
レ
フ
）
の
生
涯
（Ж

изнеописание старца 

иеромонаха Л
еонида (в схиме Л

ьва

）』（
オ
プ
チ
ナ
修
道
院 2006.

リ
プ
リ
ン
ト
）
に
描
か
れ
た
修
道
制
を
拠
り
所
と
し
て
、
ゾ
シ
マ
長
老
や
フ
ェ
ラ

ポ
ン
ト
神
父
と
い
っ
た
人
物
を
対
比
的
に
投
影
さ
せ
た
点
で
、
作
家
の
創
作
世
界
に
お
け
る
正
教
的
世
界
観
を
根
本
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
本

書
で
は
と
り
わ
け
、
七
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
理
解
し
た
「
長
老
制
」
│
│
そ
の
起
源
と
発
展
（
六
三
○
〜
六
四
六
頁
）、
八
の
ザ
ド
ン
ス
ク
の
チ
ー

ホ
ン
主
教
か
ら
の
霊
感
│
│
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
の
悔
改
と
ゾ
シ
マ
長
老
の
聖
化（
六
四
六
〜
六
六
九
頁
）の
章
に
お
い
て
は
、概
ね
上
記
の
二
冊（
カ
ヴ
ェ
ー

リ
ン: С

.110-119

と
ブ
ダ
ノ
ワ: С

.107-122
）
の
論
旨
に
沿
っ
て
、
そ
の
議
論
を
翻
訳
紹
介
し
た
こ
と
を
こ
こ
で
断
っ
て
お
く
。
以
下
に
具
体
的
箇
所

を
示
す
。

六
三
三
頁
四
〜
一
七
行
、
レ
オ
ニ
ー
ド
・
カ
ヴ
ェ
ー
リ
ン
に
よ
る
ロ
シ
ア
長
老
制
の
導
入
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
ブ
ダ
ノ
ワ
も
同
じ
箇
所
を
引
い
て
お
り

（С
. 110

）、
カ
ヴ
ェ
ー
リ
ン
の
原
著
（И

сторическое описание …
С

. 118-119

）
と
と
も
に
参
照
し
た
。

六
三
四
頁
一
四
行
〜
六
三
五
頁
三
行
、
長
老
制
の
意
味
に
つ
い
て
、
レ
オ
ニ
ー
ド
神
父
の
『
コ
ゼ
ー
リ
ス
ク
の
進
堂
祭
オ
プ
チ
ナ
修
道
院
の
歴
史
的
記
述
』

と
『
オ
プ
チ
ナ
の
長
老
修
道
司
祭
レ
オ
ニ
ー
ド
（
ス
ヒ
マ
名
レ
フ
）
の
生
涯
』
か
ら
の
引
用
は
共
に
ブ
ダ
ノ
ワ
の
同
書С

. 111

か
ら
引
用
し
た
。

六
三
五
頁
八
行
〜
六
三
七
頁
一
三
行
、
ブ
ダ
ノ
ワ
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
克
肖
者
カ
リ
ス
ト
ス
と
イ
グ
ナ
テ
ィ
オ
ス
の
唱
え
た
霊
的
態
度
の
規
範
を
レ

オ
ニ
ー
ド
の
『
歴
史
的
記
述
』
か
ら
知
り
、
小
説
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
に
適
用
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
修
道
士
パ
ル
フ
ェ
ー
ニ
イ

に
よ
る
『
ロ
シ
ア
、
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ア
、
ト
ル
コ
お
よ
び
聖
地
巡
礼
の
物
語
』
で
語
ら
れ
る
パ
ル
フ
ェ
ー
ニ
イ
と
長
老
と
の
関
係
が
直
接
的
な
暗
示
を
与
え

た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
同
書С

. 111- 113

よ
り
。
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六
三
七
頁
一
四
行
〜
六
三
八
頁
三
行
、
長
老
に
対
す
る
修
道
士
の
意
念
の
告
白
は
、
正
教
会
の
痛
悔
（
罪
の
告
白
）
と
は
異
な
り
、
修
道
士
の
霊
的
涵
養

の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
はС

. 114 

を
参
照
し
た
。

六
三
八
頁
一
二
行
〜
六
三
九
頁
一
一
行
、
長
老
制
に
対
す
る
反
対
す
る
者
た
ち
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
正
教
会
の
痛
悔
機
密
の
形
骸
化
が
生

ず
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、こ
の
論
点
は
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
』
に
お
い
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
概
ね
同
書С

. 114-115

に
沿
っ

た
も
の
で
あ
る
。

六
三
九
頁
一
二
行
〜
六
四
○
頁
一
七
行
、『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
に
お
い
て
は
フ
ェ
ラ
ポ
ン
ト
が
長
老
制
に
反
対
す
る
一
派
の
代
表
格
と
し
て
の
役

割
を
演
じ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
オ
プ
チ
ナ
に
お
い
て
反
対
者
に
よ
る
迫
害
に
晒
さ
れ
た
レ
オ
ニ
ー
ド
長
老
と
そ
の
弟
子
マ
カ
ー
リ
イ
長
老
の
像
が
重
ね

合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
同
書С

. 115–116 

を
要
約
・
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

六
四
一
頁
一
行
〜
一
三
行
、
フ
ー
デ
リ
は
ゾ
シ
マ
長
老
に
は
実
在
す
る
モ
デ
ル
が
存
在
す
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ト
ヴ
ェ

リ
コ
ー
フ
編
集
に
よ
る
『
ア
ム
ヴ
ロ
ー
シ
イ
長
老
の
書
簡
集
』
の
序
文
に
霊
感
を
受
け
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
も
同
書
のС

. 116

を
要
約
し
て

使
用
し
た
。

六
四
三
頁
一
二
〜
一
八
行
、
自
ら
に
必
要
以
上
の
枷
を
課
す
こ
と
で
聖
性
の
高
み
に
上
り
つ
め
よ
う
と
い
う
野
心
を
抱
く
修
道
士
は
古
来
多
く
の
修
道
院

に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、
そ
う
し
た
外
面
的
苦
行
を
功
徳
と
み
な
し
た
修
道
司
祭
ワ
ル
ラ
ー
ム
と
オ
プ
チ
ナ
の
レ
オ
ニ
ー
ド
長
老
と
の
問
答
は
、
レ
オ

ニ
ー
ド
の
聖
伝
を
通
し
て
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
も
知
悉
し
て
い
た
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
関
し
て
ブ
ダ
ノ
ワ
も
レ
オ
ニ
ー
ド
の
聖
伝
か

ら
引
い
て
お
り
、
そ
の
部
分
を
要
約
し
て
使
用
し
た
。С

.119-120.

六
四
四
頁
二
〜
八
行
、
沈
黙
と
心
の
営
み
（
祈
り
）
を
求
め
る
階
梯
者
イ
オ
ア
ン
ネ
ス
の
『
階
梯
』
は
レ
オ
ニ
ー
ド
長
老
が
パ
イ
ー
シ
イ
・
ヴ
ェ
リ
チ
コ

フ
ス
キ
ー
か
ら
受
け
継
い
だ
内
的
な
祈
り
の
基
底
を
な
す
も
の
で
あ
り
、ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
も
こ
の
レ
オ
ニ
ー
ド
長
老
伝
を
通
し
て
、こ
の
こ
と
を
知
っ

て
い
た
。
こ
の
部
分
も
ブ
ダ
ノ
ワ
の
同
書
で
取
り
上
げ
て
い
る
。С

. 120.

六
四
四
頁
一
一
〜
一
七
行
、
レ
オ
ニ
ー
ド
長
老
の
兄
弟
愛
に
も
と
づ
く
民
衆
と
の
交
流
好
き
の
傾
向
は
、
主
教
を
は
じ
め
、
長
老
制
の
反
対
者
に
よ
る
批

判
を
受
け
て
い
た
。
こ
れ
も
レ
オ
ニ
ー
ド
長
老
の
聖
伝
に
特
徴
的
な
場
面
で
あ
る
が
、
ブ
ダ
ノ
ワ
の
同
書С

. 120 -121

を
要
約
し
た
も
の
。

六
四
五
頁
一
〜
一
○
行
、
オ
プ
チ
ナ
修
道
院
の
近
隣
に
あ
た
る
ベ
リ
ョ
ー
フ
の
司
祭
で
あ
っ
た
イ
オ
ア
ン
神
父
の
レ
フ
長
老
に
つ
い
て
の
回
想
も
、
レ
オ

ニ
ー
ド
長
老
の
聖
伝
に
よ
っ
て
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
も
ブ
ダ
ノ
ワ
の
同
書С

. 121

か
ら
。
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六
四
五
頁
一
一
行
〜
六
四
六
頁
五
行
、
こ
の
レ
オ
ニ
ー
ド
長
老
の
祈
り
の
性
格
づ
け
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
レ
オ
ニ
ー
ド
長
老
伝
の
表
現
か
ら
の
借
用
で

あ
る
が
、
同
時
に
ブ
ダ
ノ
ワ
の
同
書
の
論
旨
に
も
沿
っ
た
も
の
で
も
あ
る
。
同
書С

. 121 -122

よ
り
。

六
九
二
頁
の
注
150
に
対
す
る
補
注

八
の
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
論
に
お
い
て
（
六
四
六
〜
六
六
六
頁
）、
そ
の
人
物
像
が
『
白
痴
』
以
来
、
創
造
的
主
題
と
し
て
掲
げ
て
き
た
「
肯
定
的
人
間
」

の
枠
組
み
か
ら
外
れ
、
正
教
的
で
は
な
い
、
魔
術
的
な
苦
行
を
求
め
た
こ
と
は
、
シ
ャ
ー
ト
フ
か
ら
頰
打
ち
を
受
け
た
こ
と
に
対
し
て
決
闘
を
申
し
込
ま

ず
、
偽
り
の
「
重
荷
」
を
求
め
て
苦
行
に
入
ろ
う
と
し
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
霊
の
浄
化
へ
の
願
い
は
傲
慢
さ
に
由
来
す
る
も
の
と
断

じ
た
キ
リ
ー
ロ
フ
の
言
葉
が
、
自
分
の
器
を
超
え
た
苦
行
を
求
め
る
こ
と
を
禁
じ
た
ザ
ド
ン
ス
ク
の
チ
ー
ホ
ン
主
教
の
著
作
を
淵
源
と
す
る
と
プ
レ
ト

ニ
ョ
フ
は
考
え
、
ブ
ダ
ノ
ワ
も
同
意
し
て
い
た
。
こ
の
経
緯
は
本
文
で
主
張
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
「
苦
行
」
の
適
用
の
経
緯
を
知
る
上
で
主
と

し
て
参
照
し
た
の
は
こ
の
二
人
の
研
究
で
あ
り
、
本
書
の
記
述
も
こ
れ
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
るР.В

. П
летнев. «С

ердцем мудры
е» (О

 «старцах» у 

Д
остоевского.) В

 кн.: О
 Д

остоевском. II. П
рага. 1933. С

. 252-254; Н
.Ф

. Буданова. Указ. соч. С
. 98-103.

六
四
七
頁
二
行
〜
六
四
八
頁
六
行
、『
白
痴
』
の
創
作
過
程
に
お
い
て
、
ム
イ
シ
ュ
キ
ン
公
爵
の
人
物
像
が
宗
教
的
基
盤
（
ハ
リ
ス
ト
ス
他
）
と
騎
士
的

な
人
間
像
が
掛
け
合
わ
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
実
現
は
現
実
に
お
け
る
「
肯
定
的
な
聖
な
る
人
物
」
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
つ
に

至
る
が
、
そ
れ
は
ザ
ド
ン
ス
ク
の
チ
ー
ホ
ン
主
教
の
説
教
（С

очинения С
в. Тихона, епископа В

оронеж
ского и Елецкого. М

., 1836. Т.1

）
に
想

を
得
て
、
そ
れ
を
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
創
作
論
に
適
用
し
た
ロ
ス
チ
ス
ラ
フ
・
プ
レ
ト
ニ
ョ
フ
の«С

ердцем мудры
е». О

 «старцах» Д
остоевско-

го.

に
受
け
継
が
れ
た
。「
偉
大
な
る
罪
人
」
の
像
を
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
試
み
を
表
明
し
た
の
は
プ
レ
ト
ニ
ョ
フ
が
最
初
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
はР.В

. П
летнев. Указ. соч. С

. 252

を
参
照
し
た.

六
四
九
頁
九
行
〜
六
五
○
頁
七
行
、『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
に
お
け
る
チ
ー
ホ
ン
主
教
の
人
物
像
と
そ
の
言
葉
遣
い
に
は
、
罪
人
の
赦
し
を
め
ぐ

る
シ
リ
ア
の
イ
サ
ア
ク
の
言
葉
を
使
い
な
が
ら
、
明
ら
か
に
ザ
ド
ン
ス
ク
の
チ
ー
ホ
ン
の
思
想
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
プ
レ
ト
ニ
ョ
ー
フ
の
同
書
のС

. 

253-254

か
ら
一
部
を
紹
介
し
た
。

六
五
○
頁
八
行
〜
六
五
一
頁
一
一
行
、「
永
遠
の
二
重
性
」、す
な
わ
ち
神
の
慈
愛
と
人
間
の
罪
障
性
の
無
限
の
闘
い
に
つ
い
て
の
こ
の
ザ
ド
ン
ス
ク
の
チ
ー

ホ
ン
の
思
想
は
、
同
時
に
レ
オ
ニ
ー
ド
長
老
の
思
想
の
根
幹
を
な
す
思
想
で
も
あ
る
。
プ
レ
ト
ニ
ョ
ー
フ
の
同
書С

. 254

よ
り
。
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六
五
二
頁
一
一
行
〜
六
五
三
頁
八
行
、ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
傲
慢
さ
を
避
け
る
功
を
自
ら
に
苦
行
を
求
め
る
心
性
に
読
み
替
え
て
、そ
れ
を
ス
タ
ヴ
ロ
ー

ギ
ン
の
性
格
に
付
与
し
た
と
の
仮
説
は
、
ブ
ダ
ノ
ワ
の
上
掲
書С

. 100-101 

を
参
照
し
た
。

六
五
四
頁
一
八
行
〜
六
五
五
頁
一
○
行
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
悪
霊
』
に
お
け
る
チ
ー
ホ
ン
主
教
と
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
作
家

の
聖
書
理
解
が
ザ
ド
ン
ス
ク
の
チ
ー
ホ
ン
の
解
釈
を
正
教
的
に
理
解
す
る
に
つ
れ
て
、
齟
齬
を
際
立
た
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ブ
ダ
ノ
ワ
の

所
説
か
ら
も
明
確
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
書С

. 101-102

よ
り
。

六
五
六
頁
二
〜
一
五
行
、
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
の
罪
の
源
を
そ
の
富
と
贅
沢
に
認
め
た
点
も
、
チ
ー
ホ
ン
の
『
腹
（Чрево

）』
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
作

品
に
現
れ
た
思
想
的
影
響
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
ブ
ダ
ノ
ワ
の
同
書С

. 102

よ
り
所
説
を
紹
介
し
た
。

II
　
そ
れ
以
外
の
章
に
つ
い
て

1
）
第
四
章
　
キ
レ
エ
フ
ス
キ
ー
の
正
教
思
想
と
オ
プ
チ
ナ
修
道
院

二
九
六
頁
〜
二
九
七
頁
の
注
6
に
対
す
る
補
注

　
同
論
文
執
筆
中
の
二
○
○
○
〜
二
○
○
一
年
当
時
に
は
、
キ
レ
エ
フ
ス
キ
ー
関
係
の
研
究
と
言
え
ば
、
こ
の
注
に
も
列
記
し
た
古
典
的
ス
ラ
ヴ
派
の

思
想
形
成
に
関
す
る
も
の
が
主
流
を
な
し
て
お
り
、
彼
の
宗
教
的
転
向
や
オ
プ
チ
ナ
長
老
と
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
は
、
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
修
道
院
を
は
じ
め
、
長
老
と
の
往
復
書
簡
な
ど
に
光
を
当
て
た
研
究
の
新
傾
向
が
始
ま
り
、
そ
の
嚆
矢
と

な
っ
た
の
が
、
こ
のА

фанасьев В
.В

.

のП
равославны

й философ (о И
.В

. К
иреевском). П

ермь. 2000

で
あ
っ
た
（С

. 55-115. 

同
書
に
はВ

.А
. 

В
оропаев

のО
тец М

атфей и Гоголь

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
）。
こ
の
論
文
は
学
術
研
究
の
体
裁
を
取
っ
て
お
ら
ず
、
注
を
廃
し
た
一
般
向
け
の
エ
ッ
セ

イ
の
文
体
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
後
に
オ
プ
チ
ナ
の
修
道
士
と
な
る
作
家
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
ェ

フ
に
よ
る
修
道
生
活
の
内
側
か
ら
書
か
れ
た
キ
レ
エ
フ
ス
キ
ー
と
修
道
院
と
の
霊
的
な
影
響
関
係
を
知
る
上
で
は
多
く
の
知
見
を
与
え
て
く
れ
た
。
さ
ら

に
、
同
年
に
は
キ
レ
エ
フ
ス
キ
ー
と
オ
プ
チ
ナ
の
マ
カ
ー
リ
イ
長
老
と
の
往
復
書
簡
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
影
響
関
係
の
経
緯
を
よ
り
具

体
的
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（С

м.: И
ван В

асильевич К
иреевский. Разум на П

ути к И
стине. М

., 2002

）。
こ
こ
か
ら
は
本
書
に

お
い
て
も
十
全
に
引
用
さ
れ
て
い
る
（
と
り
わ
け
、
キ
レ
エ
フ
ス
キ
ー
と
マ
カ
ー
リ
イ
長
老
の
往
復
書
簡
に
お
い
て
。С

. 293-416

）。
同
時
に
、
コ
テ
リ

ニ
コ
フ
（В

. Котельников

）
は
『
正
教
の
苦
行
者
た
ち
（П

равославны
е подвиж

ники. С
П

б., 2002

）』
の
「
哲
学
者
―
隠
遁
者
」
の
章
に
お
い
て
、
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キ
レ
エ
フ
ス
キ
ー
思
想
の
正
的
傾
向
（
全
一
性
）
の
傾
向
に
つ
い
て
指
摘
し
（С

.248-260

）
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
基
本
文
献
と
し
て
本
研
究
に
と
っ
て

は
不
可
欠
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
全
て
を
並
行
し
て
参
照
し
た
た
め
、
個
々
の
論
文
か
ら
引
用
の
形
を
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
判
断

し
、
こ
こ
で
は
関
連
す
る
頁
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
。

2
）
第
五
章
ゴ
ー
ゴ
リ
の
宗
教
的
世
界
観

三
八
五
頁
の
注
2
に
対
す
る
補
注

　В
оропаев В

.А
. 

の
ゴ
ー
ゴ
リ
の
霊
的
文
献
や
信
仰
の
研
究
の
白
眉
と
見
な
し
う
るН

.В
. Гоголь Д

уховная проза. М
., 1992

や Н
.В

. Гоголь. 

Ж
изнь и творчество. Ч. 1-2. М

., 1999

な
ど
が
出
版
さ
れ
た
後
、
二
〇
〇
八
年
に
は
、
内
容
的
に
か
な
り
の
情
報
を
加
筆
し
たН

иколай Гоголь. 

О
пы

т духовной биографии. М
.

が
新
た
に
出
版
さ
れ
た
。
そ
こ
に
はО

птина П
усты

нь. 

と
題
す
る
章
が
設
け
ら
れ
て
お
り
（С

. 140-160

）、
作
家

の
オ
プ
チ
ナ
訪
問
の
真
の
理
由
が
作
者
に
よ
っ
て
深
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。
オ
プ
チ
ナ
に
は
、
オ
プ
チ
ナ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
オ
プ
チ
ナ
に
関
係
し
た
作

家
や
芸
術
家
た
ち
に
関
す
る
資
料
公
開
と
研
究
会
）
の
会
員
で
あ
る
ヴ
ォ
ロ
パ
ー
エ
フ
氏
の
研
究
は
数
多
く
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
同
氏
は
ゴ
ー
ゴ
リ

と
正
教
会
の
関
係
を
ア
ル
ヒ
ー
フ
に
も
と
づ
い
て
明
ら
か
に
し
た
最
初
の
研
究
者
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
。
本
書
第
三
章
の
「
ゴ
ー
ゴ
リ
の
祈

り
と
修
道
生
活
へ
の
憧
れ
│
│
オ
プ
チ
ナ
修
道
院
と
の
関
係
」（
三
四
九
〜
三
七
四
頁
）
の
基
幹
的
情
報
は
当
初
一
九
九
九
年
版
に
依
拠
し
て
い
た
が
、

二
〇
〇
八
年
版
が
出
た
こ
と
で
、
新
版
の
情
報
に
差
し
替
え
た
箇
所
も
あ
る
。
さ
ら
に
彼
は
同
年
オ
プ
チ
ナ
修
道
院
か
ら
一
般
的
な
啓
蒙
書
と
し
て
出

版
さ
れ
た
『
オ
プ
チ
ナ
文
集
（О

птинский А
льманах 2

　О
птина П

усты
нь. 2008

）』
に
お
い
て
も
、
概
説
「
恩
寵
豊
か
な
僧
院
（Благодатная 

обитель

）」
を
寄
稿
し
て
お
り
（
С.36-44

）、
ゴ
ー
ゴ
リ
と
オ
プ
チ
ナ
修
道
院
と
の
有
機
的
関
係
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
コ
テ
リ
ニ
コ
フ
も
ヴ
ォ
ロ
パ
ー
エ
フ
の
前
著
（Ж

изнь и творчество

）
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
独
自
の
視
点
か
ら

分
析
し
た«П

равославны
е подвиж

ники». С
П

б., 2002

（С
. 261-274

）
を
出
版
し
、
オ
プ
チ
ナ
に
集
め
ら
れ
た
資
料
を
よ
り
体
系
化
し
よ
う
と
試
み

て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
作
家
の
オ
プ
チ
ナ
訪
問
の
経
緯
と
そ
の
効
能
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
文
献
で
並
行
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
た
め
、
本
書
に
お
い

て
伝
記
的
事
実
や
そ
れ
を
裏
付
け
る
書
簡
の
出
所
を
限
定
的
に
指
摘
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
、
こ
こ
で
は
文
献
名
と
各
々
の
該
当
す
る
頁
を

示
す
に
と
ど
め
た
。
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3
）
第
六
章
　
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
の
思
想
遍
歴
と
オ
プ
チ
ナ
修
道
院

四
七
六
頁
の
注
1
に
対
す
る
補
注

　
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
の
人
生
を
思
想
的
発
展
と
の
関
連
性
を
軸
に
開
示
し
た
友
人
の
コ
ノ
プ
リ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
（А

. Коноплянцев. Ж
изнь К

.Н
. Л

еонтьева, 

в связи с развитием его миросозерцания. М
., 1991 [Репринт изд.1911 г.]

）
の
信
憑
性
の
高
さ
は
、
こ
れ
も
オ
プ
チ
ナ
修
道
院
の
資
料
室
に
入
れ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
伺
え
る
。
同
書
に
お
い
て
は
、
ス
ラ
ヴ
民
族
に
接
木
さ
れ
た
ビ
ザ
ン
ツ
の
修
道
制
が
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
を
必
然
的
に
ロ
シ
ア
、
そ
し

て
オ
プ
チ
ナ
へ
と
向
か
わ
せ
た
こ
と
が
論
理
的
に
跡
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、「
ニ
コ
ラ
・
ウ
グ
レ
シ
ャ
修
道
院
、
精
神
の
葛
藤
と
動
揺
、
文
学

と
そ
の
他
の
失
敗
、
ク
リ
メ
ン
ト
神
父
」
か
ら
、「『
東
方
、
ロ
シ
ア
、
ス
ラ
ヴ
主
義
』、
重
病
、
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
の
個
性
、『
内
的
な
剪
髪
』」、「
オ
プ
チ

ナ
へ
の
移
住
、
様
々
な
思
い
と
『
隠
遁
者
の
覚
書
』、
秘
密
裏
の
剪
髪
、
死
」
に
い
た
る
各
章
（С

. 93-140

）
の
記
述
は
、
い
ず
れ
も
、
レ
オ
ン
チ
ェ
フ

の
思
想
家
か
ら
修
道
士
へ
の
霊
的
変
容
に
関
す
る
多
く
の
証
言
と
と
も
に
、
六
章
の
六
、七
に
お
け
る
彼
の
思
想
的
変
遷
の
基
幹
部
分
を
支
え
る
事
実
と

し
て
断
続
的
に
使
用
し
た
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。（
本
書
四
四
六
〜
四
七
五
頁
）

　
ま
た
、
近
年
コ
テ
リ
ニ
コ
フ
が
上
掲
書
（«П

равославны
е подвиж

ники». С
П

б., 2002

）
のСтрастотерпец

（
苦
行
者
）
と
題
さ
れ
た
章
の
中
で
、

レ
オ
ン
チ
ェ
フ
の
苦
難
の
人
生
と
オ
プ
チ
ナ
に
よ
る
救
済
を
結
び
つ
け
て
論
じ
た
こ
と
も
、
引
用
文
献
に
載
せ
た
よ
う
に
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
重
要

な
問
題
を
提
起
し
た
先
駆
的
研
究
と
し
て
参
照
し
て
い
る
（
論
文
執
筆
時
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る«П

равославная аскетика и русская литература». 

С
П

б., 1994

を
参
照
し
た
）。
さ
ら
に
は
、
オ
プ
チ
ナ
か
ら
出
版
さ
れ
た
上
掲
書«О

птинский А
льманах 2». О

птина П
усты

нь. 2008.

に
掲
載
さ

れ
たВ

ладимир Д
обров

に
よ
る«Константин Л

еонтьев в О
птиной П

усты
ни и у стен Троице- С

ергиевой Л
авры

». С
.109-120. 

も
重
要
な

文
献
に
数
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
相
互
に
参
照
し
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
ま
た
積
極
的
に
は
引
用
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
同
時
代
に
世
に
出
た

Константин М
ихайлович Д

олгов

の«В
осхож

дение на А
фон». М

., 2008.

のП
оиск истины

 и путь спасения.

の
章
（С

.336-403

）
も
オ
プ
チ

ナ
の
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ア
ト
ス
か
ら
ロ
シ
ア
の
修
道
院
（
オ
プ
チ
ナ
の
こ
と
）
へ
と
救
い
の
視
点
が
移
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
作
者
と
は
後
に
個
人
的
な
知
己
を
得
た
こ
と
で
、知
る
こ
と
に
な
っ
た
知
見
も
多
い
。
こ
こ
で
も
伝
記
的
事
実
や
そ
の
書
簡
的
裏
付
け
に
関
し
て
は
、

同
書
も
含
め
て
、同
時
に
複
数
の
文
献
か
ら
並
行
し
て
得
ら
れ
た
情
報
で
も
あ
る
た
め
、引
用
元
を
限
定
せ
ず
、参
照
し
た
書
物
の
頁
を
示
す
に
と
ど
め
た
。

　
こ
れ
以
外
の
章
に
つ
い
て
も
、
事
情
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
そ
の
点
は
本
書
の
注
に
す
で
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
繰
り
返
さ
な

い
こ
と
に
す
る
。


